
主
治
医
の
川
瀬
部
長
（
左
）
と
が
っ
ち
り
握
手
す
る
浅
野
さ
ん

‖
５
月
８
日
、
倉
敷
中
央
病
院
（
今
中
雄
樹
撮
影
）

　心筋梗塞から心不全になり、一時危篤状態に陥った浅野友助さん

（�）＝浅口市＝は倉敷中央病院で緊急手術を行った後、別の医療機

関で治療・リハビリテーションを続け、社会復帰を果たした。病院

間連携が奏功した形で、心不全治療のモデルケースになると関係者

も注目する。主治医で循環器内科の川瀬裕一部長と当時を振り返っ

てもらった。

　浅野さんは２０１９年秋、突如胸が痛み、自宅近くのかかりつけ医を

受診した。心電図検査で異常が分かり、ドクターカーで倉敷中央病

院に移った後、緊急でカテーテル治療を実施。意識は混濁し危険な

状態だったものの、その後は順調に回復していったという。

　入院期間が３週間を過ぎたころから、川瀬部長を中心に次の転院

先をどうするか議論が始まった。入院により足腰が弱くなっており、

すぐに自宅に帰るには無理がある。心不全治療分野で同病院が連携

する医療機関のうち、自宅からも近い玉島協同病院（倉敷市）に移

り、日常生活動作訓練や服薬・栄養指導などを受けてもらうことに

した。

　川瀬部長によると、循環器内科の専門医が常駐する玉島協同病院

は心不全治療を継続できるほか、リハビリテーション分野が得意と

いう。「体を動かす訓練をすれば、再び家に帰って生活できる。心

不全治療の実績がある病院なので、安心して任せられた」と振り返

る。

　浅野さんは玉島協同病院退院後、自宅で訪問看護サービスを受け

ながら食事療法などにも取り組み、現在はかかりつけ医も利用しな

がら日常生活を送ることができている。「それぞれの病院で適切な

治療が受けられたおかげ。命が救われたことに感謝です」と喜ぶ。

　急増する心不全患者に対応しようと、倉敷中央病院は２０１６年から

病院間連携を強化。同病院の専門医、地域密着型病院の医師、かか

りつけ医による「３人主治医制」や「地域連携クリティカルパス」

を設け、万全の診療体制を整えている。

　川瀬部長は「各医療機関が得意分野を生かしながら、最適な治療

を提供する。浅野さんのような症例をこれからも積み上げ、安心安

全な地域をつくり上げたい」と話す。（井上光悦）
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携
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テ
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ル
パ
ス

　倉敷中央病院が提唱する「地域医療エコシステ

ム」。各医療機関が得意とする機能・分野を生か

し、みんなで協力して患者を診ていく仕組みは、

高齢化を背景に急増する心不全治療で成果を上げ

ている。循環器内科主任部長を務める門田一繁副

院長は「『３人主治医制』という独自の取り組み

を導入するなど、病院同士の協力態勢を構築でき
ひ けつ

たことが成功の秘訣」と話す。（井上光悦）
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テ
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テ
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「
３
人
主
治
医
制
」
な
ど
心
不
全
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
話
す
門
田
副
院
長
（
今
中
雄
樹
撮
影
）

　
｜
心
不
全
患
者
が
急
増
し
て
い

る
。

　
心
不
全
は
体
に
血
液
を
巡
ら
せ
る

心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能
が
落
ち
、
息
切

れ
や
む
く
み
が
起
き
次
第
に
命
を
縮

め
て
い
く
疾
患
だ
。
心
筋
梗
塞
や
高

血
圧
、
弁
膜
症
、
不
整
脈
な
ど
が
原

因
と
な
る
。
高
齢
化
を
背
景
に
「
心

不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
大
流
行
）
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
国
内
の
患
者
は
増

加
し
、
現
在
の
１
２
０
万
人
か
ら
２

０
３
０
年
に
は
１
３
０
万
人
に
達
す

る
と
す
る
推
計
も
あ
る
。
年
間
８
０

０
～
９
０
０
人
が
入
院
し
治
療
し
て

い
る
倉
敷
中
央
病
院
は
全
国
ト
ッ
プ

の
患
者
数
に
な
っ
て
い
る
。

　
｜
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を

重
視
し
て
い
る
と
聞
く
。

　
理
由
は
二
つ
。
ま
ず
心
不
全
は
悪

化
し
て
入
院
を
繰
り
返
す
た
び
に

体
の
状
態
が
悪
く
な
り
、
入
院
前
の

レ
ベ
ル
に
回
復
す
る
の
は
難
し
い
と

さ
れ
る
。
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、

再
入
院
を
防
ぐ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

が
重
要
だ
。
も
う
一
つ
は
高
齢
化
す

る
患
者
の
存
在
が
あ
る
。
倉
敷
中
央

病
院
の
心
不
全
入
院
患
者
は
平
均

�
歳
。
治
療
し
て
も
体
力
が
落
ち
、

退
院
後
に
自
宅
で
生
活
で
き
な
い

ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
た
。
や
は
り
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
と
い
え

る
。

　
し
か
し
、
一
つ
の
病
院
で
利
用
で

き
る
医
療
資
源
に
は
限
り
が
あ
る
。

そ
こ
で
取
り
入
れ
た
の
が
「
３
人
主

治
医
制
」
だ
。
「高
度
急
性
期
病
院
」

「
循
環
器
内
科
専
門
医
が
い
る
地
域

密
着
型
病
院
」
「
か
か
り
つ
け
医
」

の
３
人
の
主
治
医
が
治
療
を
包
括
的

に
行
う
。
症
状
が
安
定
し
て
い
る
時

は
か
か
り
つ
け
医
、
悪
化
し
た
場
合

は
地
域
密
着
型
病
院
、
場
合
に
よ
っ

て
は
倉
敷
中
央
病
院
が
治
療
を
担

う
。

　
｜
そ
う
し
た
連
携
が
可
能
に
な
っ

た
理
由
は
。

　
具
体
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
心
不

全
で
入
院
す
る
患
者
に
渡
す
「
心
不

全
地
域
連
携
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
」

の
存
在
が
大
き
い
。入
院
か
ら
退
院
、

そ
の
後
の
流
れ
を
ま
と
め
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
で
、
引
き
継

ぎ
先
の
医
療
機
関
に
持
参
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
今
ま
で
の
診
療
の
流
れ

が
簡
単
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
患
者
自
身
も
病
気
に
つ
い
て
の

理
解
が
深
ま
る
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
顔
の
見
え
る
連

携
を
心
掛
け
て
き
た
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
医
療
従
事
者
ら
が
集

う
「
倉
敷
地
域
心
不
全
連
携
の
会
」

で
、
�
年
前
か
ら
定
期
的
に
開
い

て
い
る
。
看
護
師
や
栄
養
士
、
薬
剤

師
、
介
護
施
設
の
職
員
も
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
事
例
発
表
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
活
動
も
あ

り
、
地
域
全
体
で
患
者
を
診
よ
う
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思

う
。
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